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「農業」
東日本大震災は、農業へも深刻な被害をもたらし
ました。津波による塩害で田畑は荒れ、水路、農道
が崩れ、トラクターやコンバインなどの農具も流
されてしまいました。さらに農作物は放射性物質
付着の懸念や風評被害にさらされています。被災
地の農業の現状と、生協の支援活動を紹介します。

「
食
」を
通
し
て
宮
城
の
復
興
を
応
援
す
る

「
食
の
み
や
ぎ
復
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
結

成
。13
年
５
月
15
日
現
在
で
２
２
０
団
体
の

賛
同
を
得
て
、「
な
た
ね
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や

「
仙
台
白
菜
プ
ロ
ジェク
ト
」な
ど
の
プ
ロ
ジェ

ク
ト
を
展
開
し
、地
元
の
新
し
い
特
産
品
の

開
発
や
、伝
統
野
菜
の
復
活
な
ど
を
通
し

た
地
域
農
産
業
の
復
興
を
応
援
し
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、み
や
ぎ
生
協
は
、全
国
の
生
協
、

関
連
企
業
か
ら
の
募
金
で
、生
産
者
に
ハ
ウ

ス
、出
荷
の
作
業
用
コ
ン
テ
ナ
の
提
供
な
ど

も
行
な
って
い
ま
す
。

　
福
島
県
生
協
連
で
は
、「
土
壌
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
福
島
大
学
、Ｊ
Ａ

新
ふ
く
し
ま
と
提
携
し
展
開
。こ
れ
は
農

地
、果
樹
園
の
放
射
線
量
を
測
り
、作
付
け

可
能
な
農
地
の
判
別
や
、放
射
性
物
質
汚

染
へ
の
具
体
的
な
対
策
へ
と
つ
な
げ
て
い
く

取
り
組
み
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
全
国
の
生
協
で
も
、被
災
地
の

県
産
品
の
販
売
や
、産
業
復
興
の
た
め
の
募

金
活
動
を
実
施
。ま
た
、多
く
の
職
員・組

合
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
赴
き
、

農
地
復
活
の
た
め
の
が
れ
き
撤
去
や
津
波

を
か
ぶ
っ
た
田
畑
の
塩
分
の
除
去
作
業
、田

植
え
な
ど
の
農
作
業
の
手
伝
い
な
ど
、多
様

な
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
１
日
も
早
い
農
業
の
復
旧
・
復
興
が
待

た
れ
ま
す
。

（
文
　
荒
川
和
巳
）

リサーチ「被災地のいま」

　
農
林
水
産
省
の
調
査
に
よ
る
と
、東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
農
地
へ
の
被
害
は
、被

災
３
県
と
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
総
計

２
・１
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
、被
害
総
額
は

２
０
１
２
年
７
月
25
日
現
在
で
約
１
兆
円

に
も
上
り
ま
す
。

　
13
年
３
月
11
日
時
点
の
被
災
農
家
の
経

営
再
開
状
況
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
害（
津
波
被
害
を
含
む
）の
あ
っ
た

３
万
７
、７
０
０
の
経
営
体
の
う
ち
、74
％
が

営
農
を
再
開
し
て
お
り
、1
年
前
の
調
査

よ
り
４
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。県
別
で

は
、岩
手
県
が
97
％
と
復
旧
が
進
ん
で
い
る

の
に
対
し
て
、宮
城
県
で
65
％
、福
島
県
で

59
％
と
な
って
い
ま
す
。

　
営
農
を
再
開
で
き
な
い
理
由
と
し
て
は
、

岩
手
県
、宮
城
県
で「
耕
地
や
施
設
が
使
用

（
耕
作
）で
き
な
い
」、福
島
県
で「
原
発
事

故
の
影
響
」が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

（
資
料
参
照
）。

　
こ
う
いっ
た
農
業
の
実
態
を
踏
ま
え
、生

協
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
み
や
ぎ
生
協
で
は
、11
年
７
月
２
日
に

商
品
化
や
購
入
な
ど
で
、

全
国
の
生
協
が
復
興
を
支
援
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津波の海水が引かず、営農が再開できない田んぼ。宮城県岩沼市にて。

営
農
が
再
開
で
き
な
い

農
業
の
現
状

※原発事故の影響による場合を除く

単位：％

〈資料〉 
営農が再開できない理由　（13年3月11日、農林水産省調べ）

営農を再開できない理由（複数回答）

※生活拠点が
定まらない

※耕地や施設が
使用（耕作）
できない

農機具が
確保できない

農業労働力が
足りない

営農資金に
不安がある

原発事故の
影響

その他
（病気やケガ等）

岩　手　県 63.6 97.4 37.9 --- 38.9 --- ---

宮　城　県 37.7 95.5 52.3 7.2 38.2 --- 1.2

福　島　県 2.9 7.5 3.6 1.1 2.4 96.2 ---


